
消
防
庁
長
官
表
彰

【
永
年
勤
続
功
労
章
】

第
５
分
団

副
分
団
長

前
川　

敏
成

第
４
分
団

団　

員

今
屋　
　

茂

広
島
県
知
事
表
彰

【
永
年
勤
続
優
良
消
防
団
員
】

本
部

副
団
長

末
木　

義
裕

機
動
分
団

分
団
長

篠
田　

勝
範

第
４
分
団

分
団
長

常
光　

和
幸

第
４
分
団

副
分
団
長

秋
本　

則
之

第
３
分
団

副
分
団
長

光
實　

和
之

第
２
分
団

部　

長

多
川　

輝
昭

元

第
４
分
団

分
団
長

玉
井　

克
佳

元

第
２
分
団

班　

長

児
玉　
　

晃

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

【
功
績
章
】

安
芸
高
田
市
消
防
団
本
部

副
団
長

赤
川　

正
仁

【
精
績
章
】

本
部

副
団
長

末
木　

義
裕

本
部

分
団
長

小
笠
原　

誠

【
30
年
以
上
勤
続
章
】

本
部

副
団
長

末
木　

義
裕

機
動
分
団

分
団
長

篠
田　

勝
範

第
４
分
団

分
団
長

常
光　

和
幸

第
３
分
団

副
分
団
長

光
實　

和
之

第
２
分
団

部　

長

多
川　

輝
昭

第
５
分
団

部　

長

関
川　

祐
治

第
３
分
団

班　

長

松
野　

博
志

第
４
分
団

団　

員

鎗　

実
喜
男

元

第
４
分
団

分
団
長

玉
井　

克
佳

元

第
３
分
団

副
分
団
長

道
沖　
　

浩

元

第
４
分
団

副
分
団
長

柳
川　

知
昭

元

機
動
分
団

副
分
団
長

国
司　

秀
信

元

第
６
分
団

団　

員

内
山　

信
雄

元

第
３
分
団

団　

員

宇
丹　

弘
文

広
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
特
別
功
績
章
】

本
部

副
団
長

平
田　

弘
幸

本
部

分
団
長

川
舛　

一
弘

第
４
分
団

副
分
団
長

末
永　

常
治

元

第
４
分
団

分
団
長

聖
川　

義
明

【
功
績
章
】

本
部

分
団
長

折
田　

明
彦

第
１
分
団

分
団
長

中
川　

雅
彦

第
１
分
団

分
団
長

白
鷺　

和
亀

第
３
分
団

分
団
長

国
岡　
　

学

【
25
年
以
上
勤
続
章
】

第
２
分
団

分
団
長

平
本　

英
孝

第
５
分
団

分
団
長

土
居　

浩
二

第
６
分
団

分
団
長

宮
田　

秀
登

第
８
分
団

分
団
長

升
田　

健
一

第
３
分
団

分
団
長

西
本　

竜
夫

第
３
分
団

分
団
長

国
岡　
　

学

第
２
分
団

副
分
団
長

上
田　
　

勇

第
６
分
団

副
分
団
長

上
野　

寿
彦

機
動
分
団

副
分
団
長

山
本　

章
博

第
２
分
団

部　

長

乘
田　

弘
昭

第
１
分
団

部　

長

川
森　

博
継

第
３
分
団

班　

長

増
川　

啓
二

第
４
分
団

班　

長

城
美　

貢
一

第
４
分
団

班　

長

上　
　

仁
司

第
２
分
団

班　

長

梶
田　

義
則

第
１
分
団

班　

長

舩
川　

雅
弘

機
動
分
団

団　

員

前
金　

幹
夫

第
３
分
団

団　

員

川
崎　

英
之

第
５
分
団

団　

員

森
末　
　

学

第
５
分
団

団　

員

田
中　

孝
弘

□危機管理課　消防団係　☎・お太助フォン　42-5625問

安芸高田市消防団では、消防団員を募集しています。市内に居住または勤務する
18歳以上であれば、どなたでも入団可能。一緒に地域の安全を守りませんか？

消防団は市町村の非常備の消防機
関です。団員は他に本業を持ちなが
ら、権限と責任を有する非常勤特別
職の地方公務員として「自らの地域
は自らで守る」という精神に基づき、
消防防災活動を行っています。いざ火災や水害などの災害が

発生した時、消防署と一体と
なって迅速に消火や水防、救
助活動を行います。また、火災
予防や自主防災組織との訓練
なども行っています。

市には6方面隊37分団の消防団
があり、814人（令和2年4月1日時
点）の消防団員が活動しています。

消
防
活
動
に
尽
力
さ
れ
て
き
た
方
々
へ

表
彰
状
、
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た

第
２
分
団

団　

員

下
野　

直
生

第
４
分
団

団　

員

小
浦　
　

隆

第
２
分
団

団　

員

大
野　

政
弘

第
３
分
団

団　

員

中
岡　

良
次

第
４
分
団

団　

員

竹
島
美
智
男

第
４
分
団

団　

員

井
上　

泰
宏

第
３
分
団

団　

員

三
戸　

法
生

第
４
分
団

団　

員

田
村　

久
夫

第
２
分
団

団　

員

見
代　

裕
樹

第
３
分
団

団　

員

有
岡　

正
喜

元

第
５
分
団

分
団
長

永
井　

公
平

【
20
年
以
上
勤
続
章
】

第
４
分
団

副
分
団
長

青
野　
　

誠

第
４
分
団

副
分
団
長

大
田　

拓
也

第
２
分
団

部　

長

鳥
井　

憲
三

第
１
分
団

部　

長

曾
我　
　

淳

第
４
分
団

部　

長

大
丸　

善
弘

第
１
分
団

班　

長

南
免
羅
和
彦

第
２
分
団

班　

長

菅
原　

真
二

第
３
分
団

班　

長

山
崎　
　

満

第
１
分
団

班　

長

井
上　

正
芳

第
２
分
団

班　

長

片
岡　

将
治

第
４
分
団

班　

長

胤
森　

昭
夫

第
３
分
団

団　

員

西
名　

真
一

第
４
分
団

団　

員

竹
廣　

英
明

第
５
分
団

団　

員

牛
田　

利
博

第
５
分
団

団　

員

松
本　

真
一

第
２
分
団

団　

員

藤
本　

崇
雄

第
３
分
団

団　

員

田
口　

真
司

第
４
分
団

団　

員

井
野　
　

聡

第
４
分
団

団　

員

渡
里　

大
地

第
２
分
団

団　

員

松
下　
　

巌

第
１
分
団

団　

員

芦
田
浩
一
郎

第
３
分
団

団　

員

稲
田　

圭
介

第
５
分
団

団　

員

仁
井
田
克
幸

第
６
分
団

団　

員

宮
根　

信
彦

第
７
分
団

団　

員

立
川　

義
和

【
15
年
以
上
勤
続
章
】

本
部

分
団
長

登
立　

雅
之

第
７
分
団

副
分
団
長

杉
田　

典
泰

第
２
分
団

副
分
団
長

出
張　

一
樹

第
１
分
団

班　

長

河
端　

栄
治

第
３
分
団

班　

長

服
部　

智
之

第
２
分
団

班　

長

池
森　

誠
治

第
３
分
団

班　

長

中
川　

祐
一

機
動
分
団

団　

員

石
川　

善
博

第
４
分
団

団　

員

船
津　
　

崇

第
６
分
団

団　

員

井
上　

陽
治

第
４
分
団

団　

員

冨
田　

忠
良

第
１
分
団

団　

員

平
川　

正
明

第
２
分
団

団　

員

岩
村　
　

忍

第
２
分
団

団　

員

佐
々
木
竜
治

第
３
分
団

団　

員　

藤
堂　

洋
介

第
４
分
団

団　

員

佐
々
木　

栄

第
１
分
団

団　

員

田
中　

道
俊

第
１
分
団

団　

員

桑
田　
　

茂

第
２
分
団

団　

員

新
庄　

勇
二

第
３
分
団

団　

員

坂
本　
　

亨

第
３
分
団

団　

員

山
﨑　

康
弘

機
動
分
団

団　

員

新
宅　

幸
一

第
２
分
団

団　

員

寺
本　

明
生

第
３
分
団

団　

員

二
井
田　

誠

第
３
分
団

団　

員

井
上　

俊
一

第
１
分
団

団　

員

藤
本　

英
明

第
２
分
団

団　

員

下
川　

敬
史

第
３
分
団

団　

員

細
野　

智
昭

第
３
分
団

団　

員

沖
本　

和
之

広
島
県
消
防
協
会
安
芸
高
田
支
部
長
表
彰

【
功
績
章
】

本
部

分
団
長

竹
岡
健
太
郎

第
７
分
団

部　

長

丸
田　

浩
司

第
５
分
団

班　

長

信
上　
　

芳

第
６
分
団

班　

長

住
川　
　

渉

第
７
分
団

班　

長

板
倉　

和
就

第
２
分
団

班　

長

加
登　

正
樹

第
１
分
団

団　

員

上
野　

大
祐

第
２
分
団

団　

員

武
岡　

伸
彦

第
５
分
団

団　

員

木
村　

隆
司

第
８
分
団

団　

員

藤
城　

輝
久

第
３
分
団

団　

員

山
岡　

譲
治

第
４
分
団

団　

員

川
本　

純
弘

第
５
分
団

団　

員

石
樵　

一
歩

第
５
分
団

団　

員

本
清　

尚
則

第
６
分
団

団　

員

熊
高　

順
八

機
動
分
団

団　

員

堀
川　

祐
介

第
２
分
団

団　

員

光
永　

浩
章

第
６
分
団

団　

員

新
田　

敦
宏

第
６
分
団

団　

員

明
木　

一
悦

第
６
分
団

団　

員

森
川　

光
樹

第
３
分
団

団　

員

寺
尾　
　

真

元

第
６
分
団

団　

員

平
栗　

雄
二

【
10
年
以
上
勤
続
章
】

第
３
分
団

班　

長

長
田　

義
男

第
４
分
団

班　

長

妻
田　

祐
介

第
４
分
団

班　

長

高
﨑　

慶
浩

機
動
分
団

団　

員

坂
本　

啓
二

第
３
分
団

団　

員

堤
中　

数
政

第
５
分
団

団　

員

松
本　

亮
介

第
１
分
団

団　

員

大
脊
戸
翔
太

第
２
分
団

団　

員

中
川　

雄
人

第
４
分
団

団　

員

高
杉　

洋
幸

第
１
分
団

団　

員

山
縣　

武
司

第
１
分
団

団　

員

今
井　
　

哲

第
２
分
団

団　

員

南　
　

昌
宏

第
３
分
団

団　

員

橋
岡　

良
憲

第
３
分
団

団　

員

平
田　

光
央

第
３
分
団

団　

員

藤
井　

秀
徳

第
３
分
団

団　

員

宮
木　
　

学

第
６
分
団

団　

員

恩
地　
　

直

第
６
分
団

団　

員

松
尾　

健
治

第
６
分
団

団　

員

岸
岡　

伸
一

第
４
分
団

団　

員

倉
橋　

徳
康

機
動
分
団

団　

員

穴
田　

亮
太

第
３
分
団

団　

員

岡
﨑　

慎
治

元

第
３
分
団

団　

員

竹
内　

淳
二

安
芸
高
田
市
消
防
団
長
表
彰

【
５
年
以
上
勤
続
章
】

25
人

（
紙
面
の
都
合
上
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

感
謝
状
贈
呈

【
団
長
感
謝
状
（
退
団
者
勤
続
５
年
以
上
）】

令
和
２
年
１
月
31
日
退
団

６
分
団

団　

員

前
重　

昌
敬

令
和
２
年
３
月
31
日
退
団

３
分
団

団　

員

宮
田　

保
男

６
分
団

団　

員

沖
田　

篤
泰

令
和
２
年
５
月
31
日
退
団

７
分
団

分
団
長

原
重　

博
和

令
和
２
年
９
月
25
日
退
団

６
分
団

団　

員

西
島　

照
博

令
和
２
年
12
月
31
日
退
団

第
４
分
団

分
団
長

聖
川　

義
明

第
４
分
団

班　

長

青
杉　

勝
利

第
５
分
団

副
分
団
長

森
新　

孝
則

第
５
分
団

団　

員

岡
本　

隆
昭

第
３
分
団

団　

員

小
笠
原　

諭

第
２
分
団

班　

長

児
玉　
　

晃

第
３
分
団

団　

員

竹
内　

淳
二

第
４
分
団

団　

員

新
川　
　

亮

第
５
分
団

分
団
長

永
井　

公
平

第
５
分
団

団　

員

難
波　

隆
宏

機
動
分
団

副
分
団
長

国
司　

秀
信

第
４
分
団

分
団
長

玉
井　

克
佳

第
６
分
団

団　

員

平
栗　

雄
二

第
１
分
団

班　

長

小
川　

孝
治

第
２
分
団

団　

員

岩
崎　
　

開

第
３
分
団

部　

長

岩
見　

達
也

第
４
分
団

副
分
団
長

粟
森　

敏
彦

□危機管理課　消防団係　☎・お太助フォン　42-5625問

安芸高田市消防団では、消防団員を募集しています。市内に居住または勤務する
18歳以上であれば、どなたでも入団可能。一緒に地域の安全を守りませんか？

消防団は市町村の非常備の消防機
関です。団員は他に本業を持ちなが
ら、権限と責任を有する非常勤特別
職の地方公務員として「自らの地域
は自らで守る」という精神に基づき、
消防防災活動を行っています。いざ火災や水害などの災害が

発生した時、消防署と一体と
なって迅速に消火や水防、救
助活動を行います。また、火災
予防や自主防災組織との訓練
なども行っています。

市には6方面隊37分団の消防団
があり、814人（令和2年4月1日時
点）の消防団員が活動しています。
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